
宮澤洋夫先生　引退に寄せて（弁護士　牧野　丘）
当事務所の創設者である宮澤洋夫先生が、この春をもちまして弁護士を引退されました。数々の著名事件に取り組まれ、埼玉弁護士会会長、
関東弁護士会連合会理事長などの要職にも就かれました。なお意気軒昂、お体もお元気ですし、たまに事務所にお越しいただくだけでも所
員はエネルギーを頂戴できます。業務はおやりいただかずとも、引き続き弁護士として在籍していただきたかったのですが、先生ご意志は
固く、これまでの５３年にわたる弁護士人生に自ら幕を引かれました。

私たちは、３年前に卒寿を迎えられたことをお祝いして先生の波瀾万丈なご経歴や数々の輝かしい弁護士としての業績を１冊の記念誌にま
とめさせていただきました。題して「心礎を築く」。当事務所在籍中の弁護士だけでなく、ＯＢの皆様や、事務所に縁の深い方々からもご
寄稿いただき、中身の濃いものにすることができました。先生の足跡を記したというだけでなく、私たち後進の道標として意義あるものを
形にして残すことができました。
その序文に、事務所ＯＢの大先輩城口順二弁護士は、「毎日タバコの煙をくゆらせながら、笑顔で悠然と生きておられる。ことさら行く先
がどこなのか、どこを目指しておられるのか語ることも少なく泰然として生きておられる。まさに大人（タイジン）であり、心から尊敬す
る大先輩なのです。」と書かれました。先生と共に時を過ごした者は、誰もが日々感じてきたことです。
ただ、先生が多方面から引き受けて事務所の後輩にもたらす仕事は、なんというか規模の大きな事件が数多くある一方で、勝機をそう簡単
には見いだすことのできない、実に困難でボリュームたっぷりの仕事ばかりでした。もちろん取り組む意義のある仕事ばかりですが、まぁ
とにかく私たちは事件に鍛えられました。そういう七転八倒の経験をしてはじめて事務所の一員として認められる、というような事務所の
作風は、やはり宮澤先生が遺された隠れた偉業のひとつです。

４月１５日には、所員全員とＯＢの皆さんとで、宮澤先生と奥様をお招きし、感謝の集いを市内の料亭で盛大に催しました。たいへん和や
かかつ事務所の創設以来の歴史を振り返る得がたい時間を送ることができました。

皆様には宮澤先生に寄せられましたご厚情に、事務所としましても感謝申し上げますと共に、あわせて謹んでご報告申し上げる次第です。

弁護士　牧野　丘

（事務所ニュース・2019年夏号掲載）

 

２０１８年を忘れない！（弁護士　牧野　丘）
2018年は、私にとって生涯忘れ得ぬ年になりました。３人の子のうち長男と長女が良縁に恵まれて結婚し、生涯初めてモーニングなる
服を着ました。２月には南青山のブルーノート東京というあまりにも有名なジャズの殿堂の舞台に生涯初めて立ち（ただし１５分間です）、
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３００人超のお客さんの前でアルトサックスを演奏しました。ほんの僅かですがアドリブでソロを吹いたりしました。夢ごごちでした。
６月には生涯初めての入院と手術。危機でした。ご心配いただいた方には改めて心よりの感謝を申し上げます。今はすっかり回復しました。
そして１０月からは法テラス埼玉の所長に就任。

決して嬉しいことばかりではなく山あり谷ありでしたが、今ではそのすべてが喜びに感じられています。本当に多くの「気づき」がありま
した。
なんと多くの人に助けられながら生きていることか。あるいは逆に何という偶然の重なりの中で生かされていることか。
「生きていることの大切さ」などと言葉にしてしまうと何とも陳腐になってしまいますが、自分以外のいろんな力によって成り立っている
ことを自覚すると、逆に日々の自分にまっすぐ向き合って大事にし、他人にも優しくしなければという気持ちになります。

弁護士　牧野　丘

日本国憲法が想定する民主主義とは（弁護士　牧野　丘）
安倍内閣は「実行実現内閣」なのだそうです。これまでの政権がなし得なかった政策を果敢に実行に移すということのようです。確かに過
去の政権ができなかった諸政策を次から次へと実行に移しました。
たとえば・・・定義があいまいな「秘密」を刑罰をもって保護する「秘密保護法」。これまでの憲法解釈を変えて外国が行う戦争に日本も
荷担することに道を開く「安保法」、犯罪の実行に着手しなくても内心で計画しただけで犯罪とされてしまう「共謀罪」、残業代を払わず
に働かせる事に道を開く「高度プロフェッショナル制度」、そしてつい先日成立した「カジノ法」。
さらに２０２０年は新しい憲法施行の年にしたい、などと言っています。
ですが、忘れてならないのはこれらが国会で成立した時の世論調査では、いずれも「今国会での成立については賛成しない」という意見が
多数派だったということです。

日本国憲法には不思議な条文があります。「両議院は、全国民を代表する選挙された議員でこれを組織する」（４３条）。国会議員は選挙
で思想信条を含めた政策のの違いをアピールし、その支持者の投票によって当選します。ですから国会議員が意見の異なる人も含めた「全
国民」の代表だというのは少々ピンと来ません。
この意味をめぐっては法学の世界で深遠な議論があるのですが、要するに我が国の国会議員は投票してくれた人だけの事ではなく、自分と
は意見が異なる他の人のことにも配慮した行動をすることが義務づけられている趣旨と理解されています。
少々情緒的な表現をすると、自分の意見と異なる人がいることを念頭に、たとえそれが少数派の意見であっても虚心坦懐に耳を傾けなけれ
ばならない、ということです。
日本国憲法のもとでは、多数派が政権を担うことになっているので、その気になれば国会で論戦することなくどんどん議決をしてしまって
も多数決ですから民主主義に反しないように見えます。しかし、それは日本国憲法が想定する民主主義ではないのです。

政権が「実行力」を誇るのであれば、国会議員による多数決の前に世論を変えてみせる説得力でなくてはなりません。そういう真の「実行

https://saitamasogo.jp/archives/74176


力」は皆無に等しくありませんか？。
説得ができないのなら出直す謙虚さが、日本国憲法では求められています。

弁護士　牧野丘

 

共生（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

　昨年５月の憲法ミュージカル「キジムナー」の中で語られているのですが、植物の「花」が誕生したのは、恐竜の時代よりもあとだそう
です。花が生まれ、蜜を持ち、その蜜を求めて虫が集まる。おいしい蜜を吸ってお腹を満たした虫は花から花へ飛び回って、花粉を体にま
とい、草木が繁殖します。「共生」です。「花」が生まれる前にこの世の主だった恐竜たちは、生きるために植物を食べますが、植物の生
存には貢献しません。「食い尽くし」の世界。

　私たちの世界は、花の誕生により、「食い尽くし」の世界から「共生」の世界に生まれ変わり、生命の循環を旨としました。

しかし、今、「共生」とは真逆の「弱肉強食」「分断」「差別」がわが国を含む世界を覆う勢いです。約７年前に経験した大震災のとき、
わが国では「絆」という言葉があれだけはやったのに。
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　「共生」も「弱肉強食」や「分断」も、実は、両方とも「生存」のための手段です。私たち人間が選択するべきはどちらなのか。またそ
の選択を全うするためにはどうしたら良いのか・・・。地球の歴史では既に決着がついている話ですが。

　私たちの日本国憲法は、「共生」という理念が全体に練り込まれていると考えています。ですが、「共生」は決して甘い理想などではあ
りません。人類の生存に欠くことのできないもので、それがゆえに時に我慢や忍耐を伴います。この１年、憲法のことを深めてみませんか。

公募の市民が演じたミュージカル「キジムナー」（弁護士　牧野
丘）
弁護士　牧野　丘

この５月、埼玉会館と立川ＲＩＳＵＲＵホールで計４公演行われたミュージカル「キジムナー」は、各回とも満員の約4400名のお客様
にご覧いただきました。
埼玉では15年ぶりの再興。11作目でした。ご覧いただいた皆さま、ご協力いただいた方々、本当にありがとうございました。心より感
謝申しあげます。

作品のクオリティについても高い評価をいただくことができました。
私たちの作品は、エンターテイメントであることに向き合っています。エンターテイメントとして評価していただくためには、ただダンス
や歌のレベルを上げるだけではいけません。脚本や音楽の中の深い部分に、いかに表現したい事柄や理念を深く練り込むかがまず問われ、
心に刺すような演出が求められ、それをキャストたちがいかに感じ取り、ハイレベルに表現するかが大事です。
お客様にそれが伝わると、今度はお客様がそれを舞台の上のキャストたちに熱いオーラで返してくれます。そんな循環が繰り広げられると、
舞台という創作に関われて本当に良かった、と心底思います。

今回の舞台は、沖縄。主に戦時中の沖縄戦です。戦争末期、沖縄に東洋一の飛行場を建設する計画がなければ、３ヶ月余りの間に２０万人
もの人々が亡くなる地獄にはなりませんでした。本土決戦までの時間を稼げという本土からの命令が住民を巻き込む惨事をもたらしました。
私たちのミュージカルでは、「護憲」の言葉はおろか「憲法」という言葉も出てきません。
しかし、おそらく明治憲法の視線からは、沖縄戦を別の描き方をすることでしょう。日本国憲法の徹底した平和主義、個人の尊厳の尊重の
背景には人間の存在についての深い哲学的な洞察があります。
そんな理念をこの芝居を通じて感じ取っていただければ、私たちの作品は完成です。

今回の再興のきっかけはかつての出演者たちですし、日々の運営は多くの市民のあり得ないくらいの献身さと寛容さによって営まれました。

憲法を護ろうと決めていない人と一緒になって、世の中に種をまく仕事として生命力を持ち続けると、本当に意義深いものになるのではな
いでしょうか。
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アルトサックス（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

実は２年少し前からアルトサックスを始めています。経験はありません。きっかけは、無性に管楽器をやりたくなったから。
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月３回のレッスンに加え、仕事が終われば近所のカラオケに行って自主トレ。もう日課になっています。

若い頃は仕事ばかり。趣味がない自分が情けなくなったこともありましたが、今はやりたいことだらけ。
でも「趣味」と言われるのもいやなのです。どこか片手間の気晴らしのように聞こえるから。
もちろん、それはそれはものすごい気分転換にはなります。普段使っている脳みその部分とは全く別の部分を使っている実感がありますか
ら。

ですが、目標はもっと高い所にあります。口に出すと逃げていくので申し上げませんが。
昨年の年賀状には、「深めるためにはちょっと広げてみること」などと書いてみたのですが、本当だな、と感じます。

やりませんか？サックス。
ボタンがたくさんついてメカニックな楽器に見えますが、その実はとてもアナログな楽器です。音の幅も音楽の幅もとても広くて自分次第。
その分、体調によってもすぐに変化するのですが・・。
時間がとっても凝縮されて、生活がとても濃くなりますよ。

再演！憲法ミュージカル（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

１９９３年から２００２年の１０年間、毎年県内各地で上演した憲法ミュージカル。
出演者は公募により集まった市民１００名。演出音楽振付はいずれもプロの手によるものでした。
毎年その時代にマッチしたテーマをとりあげましたが、その舞台は「憲法」の名からはおよそ想像しがたい音と光にあふれる叙情と迫力豊
かなものでした。

これを企画したのは、その当時、海外に軍隊を派遣して活動させるPKO法は憲法違反の可能性が高いというのに、成立した直後の国政選
挙で憲法が全く争点にならなかったこと。
この国では、憲法は社会のものさしにはなっていないのか！と思ったからです。
既に護憲と決めている人とではなく、そう決めていない人と共に憲法を考えたい、そう考えて舞台を作ることを志しました。

あれから２０年余り。
あの時以上に深刻な時代が身近に迫っています。
政府の暴走を抑えるための憲法を、政府がいいように解釈し、憲法違反ではないと強弁しています。加えて憲法自体を変えて、もっと政府
が好きなように市民をコントロールできる案も提案されています。
本当に今の憲法は価値がないのか。
私たちは、再びこのことを世の中に問いたいと思います。
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当時の出演者の皆さんが、そう決意して準備が始まりました。
あの時は私たち弁護士たちが準備の中心でしたが、今回は、その当時の出演者の皆さんです。

来年５月２０日と２１日にさいたま市の埼玉会館で、翌週には東京都立川市で上演されます。ぜひご注目ください。そしてぜひご参加くだ
さい。

憲法ミュージカル効果（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

憲法をテーマにしたミュージカルを10年間にわたり上演する仕事に取り組み、その当時、それはそれは大きな時間を割いていました。
出演者を市民から公募し、プロスタッフが美しい舞台に仕上げ、５万人を超える人々に観ていただきました。
シナリオは、憲法を礼賛するといったものではなく、世の中の出来事を憲法の視点で斬ってみよう、というコンセプト。伝統的な護憲運動
に対する反発心もありました。

そんな超スローカーブ級の運動なので、歌と踊りに惹かれて加わった出演者たちは（そういう人が大半！）、今の情勢にどんな想いでいる
のだろうと思いきや、かなりの多くが国会前に行っていたとのこと。
やって意味のない事は何ひとつないのですね。

生活協同組合（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

「生協」は、私たちの生活の中に溶け込んだ組織としてなくてはならない存在になっています。

ひと口に生協と言っても、実に数多くの種類があります。
食料品や日用品を扱う「購買生協」だけでなく、医療の生協、住宅建築の生協、補償の生協、いろいろとあります。各地の生協を繋ぐ事業
連合と呼ばれる組織もあります。
１人では力不足でも消費者が共同することで、消費者の視点に立った商品の供給を求めます。

現在では、大きなデパートや大学病院よりも大きな規模の生協も増えていますが、生協と名乗るには、消費生活協同組合法という法律に基
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づかなければならず、営利目的を禁じられるなど、組合員本位の経営が義務づけられています。

当事務所や各弁護士は、現在、県内のいくつもの生協から顧問や役員を仰せつかっています。古いお付き合いのところもあれば、比較的最
近、お付き合いが始まったところもあります。
市民が共同することによって大きな力を携え、市民本位の生活を目指すことは我が事務所のスタンスであり、強いシンパシイを感じます。

最近、生協と連携するお仕事が増えていますが、私たちもなぜ生協が現代に大きな力を持ち得たか、その中から学びたいと考えています。

創立40周年のつどい（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

２０１３年５月、埼玉総合法律事務所は、創立４０周年を迎えました。同時に、創立者の宮澤洋夫が米寿を迎え、当事務所では約１年前か
ら記念行事の準備を進めてきました。

その柱は、宮澤の米寿に合わせ、ゆかりの皆さまをお招きしての集いの開催と記念誌の編纂でした。

１１月１５日に開催した集いには、各地、各方面から約３００名もの皆さんにご来訪いただき、にぎやかかつ和やかに開催することができ
ました。
お集まりいただいた皆さまには、改めて心より感謝申し上げます。
またたくさんの皆さまからご厚志を頂戴しました。
本当にありがとうございました。

当日は、池本誠司埼玉弁護士会会長、篠原義仁自由法曹団団長からご祝辞をちょうだいしたあと、柴田泰彦埼玉県労働組合連合会会長の乾
杯のご発声で宴が始まりました。
埼玉合唱団の皆さんの染みいる歌声で会が盛り上がったところで、宮澤の米寿祝いのコーナーに移りました。
ここでは、宮澤ゆかりの皆さまにスピーチをいただきましたが、本来はご欠席のご連絡をいただいていた医師の肥田舜太郎先生がお見えに
なり、急遽、お祝いの言葉をいただくサプライズもありました。

最後に、当事務所の事務局たちを中心に製作した、「映像でふりかえる埼玉総合」を梶山の紹介でご披露しました。
ここでご披露した映像、画像は、当事務所に限らず、お集まりの皆さんにとっても懐かしさひとしおだったのか、時折会場は爆笑に包まれ
るなど、なごやかな時間になりました。

もうひとつの柱が、４０周年記念誌の製作でした。
当事務所には、創設以来の数多くの記録が残されています。これを改めて読み直し、諸先輩からお話を伺ういわばプレ企画のようなものも
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何度か催し、１１月１５日の集いに合わせて刊行することができました。
私たち所員にとって、この刊行の意義は、記念誌の１章のタイトルにも用いた「埼玉総合のDNA」の再確認でした。
原稿をお寄せいただいた皆さまには感謝の気持ちでいっぱいです。現役メンバーが知らなかった事柄も数多くありました。記念誌全体を通
して読んでみると、当事務所に脈々と流れている大きな太いものがほのかに見えてきます。
どこにでも存在する法律事務所、というわけではない、特殊な成り立ちが私たちを支えているのだと思います。

「温故知新」。
私たちは、先輩方が遺してくれた「遺産」に甘えることなく、「DNA」に自信を持って世の中の出来事に食いつき、新しい時代を切り開
いいかなければならない、のだろうと思います。
また、そうしてこそ私たち「埼玉総合」の生きる道があるのだ、と再発見した次第です。


